
 
 

インフルエンザ A型（H1N1）に関する最新情報 

 

北マリアナ諸島連邦政府はインフルエンザ A 型（H1N1）に関し、5 月 11 日（月）現在、        

感染者及び感染疑いのある発症者は確認されていないと発表致しました。 

 

北マリアナ諸島では、新型インフルエンザの問題が発生直後に、関係各政府機関で構成さ

れた対策委員会を編成、インフルエンザA型（H1N1）の緊急対策を発動し、警戒態勢を強

めて参りました。引き続き、北マリアナ保健省との協力の下、健康注意情報を発生し住民

の注意喚起を行うとともに、サイパン、ロタ、テニアンの各島で診断が可能な医療機関を

指定し、検査体制も強化して参ります。 

 

北マリアナ諸島、島内の状況は平常どおりで、観光業務も平常どおり行われております。 

 

以上の状況から、ここ北マリアナ諸島では、日本の旅行者の皆様に安全を感じて頂けると

自負しております。 
 

 

 

 

 

 


